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ニ
ワ
ト
リ
飼
わ
な
き
ゃ
も
っ
た
い
な
い
！

　

無
農
薬
無
化
学
肥
料
で
米
、
麦
、
野
菜
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
就
農
し
て
３
年
目
か
ら

ニ
ワ
ト
リ
を
飼
い
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
５

羽
。
す
べ
て
廃
鶏
で
、
近
所
で
養
鶏
（
平
飼

い
５
０
０
羽
）
を
し
て
い
る
仲
間
か
ら
も
ら

い
ま
し
た
。
品
種
は
ボ
リ
ス
ブ
ラ
ウ
ン
で
す
。

　

わ
が
家
に
は
こ
れ
ぐ
ら
い
の
羽
数
が
ち
ょ

う
ど
い
い
と
思
い
ま
す
。
わ
が
家
で
出
る
生

ゴ
ミ
や
野
菜
ク
ズ
や
小
米
を
毎
日
途
切
れ
る

こ
と
な
く
与
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
が

10
羽
と
な
る
と
、
厳
し
い
で
す
ね
。
エ
サ
を

買
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

ニ
ワ
ト
リ
は
「
チ
キ
ン
ト
ラ
ク
タ
」
と
し

て
も
活
躍
し
ま
す
。
鶏
カ
ゴ
を
畑
の
ウ
ネ
間

に
置
い
て
お
け
ば
、
あ
と
は
勝
手
に
雑
草
や

害
虫
（
イ
モ
を
か
じ
る
コ
ガ
ネ
ム
シ
の
幼
虫

な
ど
）
を
食
べ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
く
ち
ば

し
で
つ
っ
つ
い
た
り
、
足
で
掘
り
返
し
た
り

で
、
土
が
軟
ら
か
く
な
り
ま
す
。
鶏
糞
も
そ

の
ま
ま
肥
料
に
な
り
ま
す
し
ね
。
農
家
を
や

っ
て
い
た
ら
、
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
わ
な
い
な
ん

て
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

冬
の
間
は
雑
草
が
足
り
な
く
な
る
の
で
、

近
所
の
ス
ー
パ
ー
か
ら
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
な
ど

の
野
菜
ク
ズ
を
も
ら
っ
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

近所の養鶏農家からもらったメスのボリスブラウン

筆者、妻、子供1人の3人家族。
農業は夫婦2人で。米80a、
麦40a、サトイモ15a、野菜10
〜 20aを育てる

チキントラクタ活躍！　
虫や雑草を食べて、
畑を耕してくれる
広島県三原市●岡田和樹

５羽

おいしいもの
ないかしら〜♪

こんなに
きれいに！

どんなふうに飼っている？

エサ

昼間は自由に動き回れる
ように庭の一角で放し飼
い。放し飼い場所は、高
さ130㎝くらいの鉄の柵で
囲ってある

市販のエサは買わずに、
わが家のクズ米、クズ麦、
米ヌカ、クズ野菜や雑草
で育てている。庭や畑の
イモムシやバッタ、コオロ
ギやクモなども食べている

トタン屋根　
日陰で休めるよ
うに、必ず屋根
をつける

水入れ　
容器にワイヤーをつけて
S字フックで天井からぶ
ら下げておけば、水入
れごと移動できる

いつもとちがう環境でニワ
トリは心細く感じるので、
寂しくないように中には必
ず2羽以上入れる

床はない。草取り
したい地面にその
まま置く

2時間後

before

after

2m

40㎝

上は、筆者手づくりの
チキントラクタ。ウネ
間に置けるように、細
長い形にした

チキントラクタとは、床面のない移動可能な
鶏小屋のこと。畑のウネ間などに置くと、雑
草を食べ、地面を掘り返し、糞もするので、

「草取り」「耕す」「肥料やり」を自動的にし
てもらえる。鶏小屋を少しずつ動かしていけ
ば、トラクタで耕したようにきれいになる。

放し飼い場所の隅の木立の中にワラ
を敷いたり立てかけたりして、ニワトリ
が落ち着ける茂みをつくってある

夜は野生動物に攻撃
されないように、家の
隅につくった小屋に入
れる。外敵に襲われ
ず安心して眠れるよう
に、金網を張ってあり、
カギもかける

放し飼い

産卵場所

これは便利！チキントラクタ

45〜 50㎝

ここなら安心！
ここなら安心！

小屋

昼間すごす場所
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ニワトリの
お腹を探検！
空を飛ぶ鳥類としてのニワトリは、
自分の体を軽くするために、
消化器官が短く、
食べたそばから糞を出す。
エサの3割程度しか消化・吸収しない
といわれるが……
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モミ男

モミ男の魂

ニワトリへの飼料米給与は、
玄米とモミのどちらでもOK
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脂肪は消化されなくても吸収される（哺
乳類はグリセリンと脂肪酸に分解して
吸収）。エサ中の脂肪の性質がそのま
ま体内に取り入れられるので、魚油を
与えると肉や卵に強い魚臭が発生。

デンプンはほぼ完全にブドウ糖に分解されて
吸収される。タンパク質はアミノ酸に分解さ
れるが、その種類によって吸収率が変わる。
平均的には75 〜 90％吸収される。

エサのとうもろこしをすべてモミに
置き換えると、硬いモミガラを砕く
ために筋胃（砂肝）が活発に働き、
巨大化する。
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くちばし

エサ袋
（そのう）

筋胃（砂肝）

胆のう 内臓
ツアー

ギ
ャ
〜
ギ
ャ
〜

ピ
ュ
ッ
！

ピ
ュ
ッ
！

ヒ
ィ
ー

ヒ
ィ
ー

はい順番に〜
肝臓肝臓

小腸

消化酵素群団

すい液

す
い
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腸液
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配
合
飼
料
が
ラ
ク
で
安
心

　

ニ
ワ
ト
リ
は
、
本
能
的
に
自
分
に
必
要
な

栄
養
の
分
だ
け
エ
サ
を
食
べ
る
。
だ
か
ら
、

必
要
な
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん
だ
エ
サ

を
、
自
由
に
好
き
な
だ
け
食
べ
さ
せ
る
の
が

基
本
だ
。

　

一
番
手
軽
な
の
は
、
市
販
の
「
配
合
飼

料
」
を
使
う
こ
と
。
ニ
ワ
ト
リ
に
必
要
な
栄

養
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
合
し
て
あ
る
の
で
、

エ
サ
箱
に
入
れ
て
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
て

あ
げ
る
だ
け
で
い
い
。

　

ニ
ワ
ト
リ
用
の
配
合
飼
料
は
、
卵
を
産
む

大
人
（
成
鶏
）
用
、
ヒ
ヨ
コ
（
幼
す
う
用
）

用
、
育
成
期
（
育
成
用
前
期
・
後
期
）
用
と

種
類
が
分
か
れ
て
い
る
。
ヒ
ヨ
コ
や
育
成
期

の
と
き
の
ほ
う
が
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
が
濃

い
エ
サ
が
必
要
な
の
で
、
時
期
に
合
っ
た
種

類
の
配
合
飼
料
を
え
ら
ん
で
あ
げ
よ
う
。

　

自
家
用
の
米
（
玄
米
、
古
米
、
ク
ズ
米
な

ど
）
や
麦
な
ど
の
穀
類
を
加
え
た
い
と
き

は
、
配
合
飼
料
の
10
％
程
度
で
あ
れ
ば
問
題

な
い
。
た
だ
し
、
モ
ミ
米
は
モ
ミ
ガ
ラ
が
つ

い
て
い
る
分
栄
養
価
が
低
い
の
で
、
10
％
よ

り
も
少
な
め
に
混
ぜ
た
ほ
う
が
い
い
。
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表１　おもなエサの種類

穀類 玄米、モミ米、麦、とうもろこし
など

ヌカ類 米ヌカ、フスマなど

動物性タンパク 魚粉、フェザーミールなど

植物性タンパク 油粕（大豆粕、なたね粕、ごま粕など）

ミネラル（＊） カキガラ、カニガラ、炭酸カルシウムなど

ビタミン、繊維 野菜、草、アルファルファミールなど

＊採卵鶏は卵の殻をつくるために、おもにカルシウム分を多く必要とする

分類 材料と割合（％）

穀類 52.5（大麦・砕米）

ヌカ類 18.5（米ヌカ）

動物タンパク 6.0（魚粉）

植物タンパク 9.2（ごま粕）

無機質（カルシウムなど） 9.6（炭カル・カキガラ）

緑餌その他 4.2（アルファルファミール）

西村さんは、上の自家配合飼料を「標準のエサ」として、
成鶏に与える。高い栄養が必要な幼すうや産卵開始前
後のニワトリには、標準のエサに魚粉やごま粕を3％加え
て給与する（表４）。エサは納豆水を入れて1日発酵させ
てから給与する

表２　自家配合の例（西村洋子さん）

表３　飼養標準に記載されている各期の粗タンパク

���x�́ �����Ë�‡�p�0�, �˜5R�‹�·�V
玄米、クズ米、古米などの
米は、配合飼料の10％くら
いの量までなら加えても問
題ない。モミ米はもっと割
合を減らす

野菜クズ、草などの緑餌
もニワトリの好物。ビタミ
ンや繊維が補える� ¢ � ‘
�>�a�—�q�è�£

配合飼料はJA、ホームセンター、ペットショップ、
ネット通販等で入手できる

どんなエサをあげたらいい？
まとめ●編集部

自
家
配
合
も
難
し
く
な
い

　

米
や
麦
、
米
ヌ
カ
な
ど
地
元
の
飼
料
が
た

く
さ
ん
手
に
入
る
と
き
は
、
自
分
で
エ
サ
を

配
合
す
る
の
も
い
い
（
自
家
配
合
）。

　

自
家
配
合
に
は
、
上
の
表
１
の
よ
う
な
材

料
が
必
要
だ
。
大
豆
粕
・
魚
粉
な
ど
の
タ
ン

パ
ク
源
、
カ
キ
ガ
ラ
や
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
な

ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
源
も
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ら

の
材
料
は
、
飼
料
用
と
し
て
Ｊ
Ａ
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
ネ
ッ
ト
通

販
で
入
手
で
き
る
が
、
肥
料
用
の
商
品
で
も

い
い
（
魚
粉
は
劣
化
し
や
す
い
の
で
、
な
る

べ
く
新
鮮
な
も
の
を
選
ぶ
）。

　

上
の
表
２
は
、
千
葉
県
野
田
市
の
西
村
洋

子
さ
ん
の
自
家
配
合
の
例
（
成
鶏
用
）。
ヒ

ナ
の
時
期
や
、
卵
を
産
み
始
め
た
若
い
ニ
ワ

ト
リ
は
、
タ
ン
パ
ク
質
を
多
く
必
要
と
す
る

の
で
、
魚
粉
を
７
～
８
％
加
え
て
い
る
。
参

考
に
し
た
い
。

　

野
菜
ク
ズ
や
草
も
大
好
き

　

ニ
ワ
ト
リ
は
、
草
や
野
菜
な
ど
の
「
緑

餌
」
も
大
好
き
。
ビ
タ
ミ
ン
や
繊
維
分
を
補

う
こ
と
も
で
き
る
。
家
庭
で
で
た
野
菜
ク
ズ

や
、
家
や
田
畑
周
り
の
草
を
、
お
や
つ
の
よ

う
に
小
屋
の
中
に
入
れ
て
あ
げ
よ
う
。

採卵成鶏用


��ù�Â�‰
（17週齢以降）

�.�b�O�;

�­
R�;
育すう前期用
（中ビナ）
（5 ～ 9週齢）
育すう後期用
（大ビナ）
（10 ～ 17週齢）

ヒヨコ用
（0 ～ 4週齢）

	«�=�w�h�Š�t	–
t�‹	ï�‚�h�M

�s�{�L�`�Â�M�s�’�×
ü�p�_�m

�Z�’�•�”�Z�r�z�÷ �Â�M�w�q�V

� x� z � I � T � M 	 – 
 t� ¢� � � ™ � � � ±� £

�›�¤�±
6�t�Ö�•�o�„�̀ �M�s

導入 28日 70日 産卵開始

幼ビナ用飼料

（タンパク19％）

中ビナ用飼料

（タンパク約16％）

大ビナ用
飼料

（タンパク13％）

産卵鶏用飼料

（タンパク15.5％）

表４　西村さんのエサの調整の例

＊魚粉やごま粕は全体の3％くらいの量を追加

導入 3日齡
体重
450g

3週間 産卵開始 産卵率70％（平均平均180日）180日）

�p��
標準のエサ

＋魚粉・ごま粕＊
（タンパク20％）

強化飼料 強化飼料

標準のエサ
＋魚粉・ごま粕
（タンパク20％）

標準のエサ

（タンパク
16〜 17％）

標準のエサ

（タンパク
16〜 17％）

カンタン！

ステップアップ

大人用は
これ！

ピヨ！

どんどん大きくなる！
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ま
と
め
●
編
集
部

指
導
・
髙
山
耕
二
（
鹿
児
島
大
学
農
学
部
）

ま
ず
は
、
ニ
ワ
ト
リ
を
健

康
に
育
て
る
こ
と
が
大
事

　

ケ
ー
ジ
を
並
べ
て
過
密
に
飼

う
大
養
鶏
場
と
比
べ
る
と
、
ゆ

っ
た
り
し
た
場
所
で
の
び
の
び

と
飼
う
庭
先
養
鶏
で
は
、
ニ
ワ

ト
リ
が
健
康
的
に
育
つ
の
で
、

病
気
に
も
比
較
的
か
か
り
に
く

い
。

　

飼
育
す
る
と
き
は
、
栄
養
分

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
飼
料
を

与
え
、
換
気
を
よ
く
し
、
で
き

る
だ
け
広
い
場
所
で
飼
っ
て
、

ニ
ワ
ト
リ
の
習
性
で
あ
る
砂
浴

び
や
日
光
浴
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
あ
げ
た
い
。

毎
日
、
ニ
ワ
ト
リ
の‌

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

　

毎
日
の
エ
サ
や
り
の
際
に
、

く
長
い
。

⑤�

脚
に
力
が
な
く
、
動
き
が
不

自
由
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
症
状
が
見
ら

れ
た
ら
、
念
の
た
め
そ
の
ニ

ワ
ト
リ
を
隔
離
し
て
様
子
を
見

る
。
他
に
同
じ
症
状
の
ニ
ワ
ト

リ
が
い
な
い
か
も
確
認
し
、
飼

育
環
境
に
問
題
が
な
い
か
チ
ェ

ッ
ク
し
よ
う
（
次
の
項
参
照
）。

　

ま
た
、
ニ
ワ
ト
リ
が
次
々
と

急
死
す
る
な
ど
の
異
常
が
見
ら

れ
た
場
合
は
、
伝
染
病
の
可
能

性
も
あ
る
の
で
、
管
轄
の
家
畜

保
健
衛
生
所
に
連
絡
し
て
指
示

に
従
お
う
。

病
気
に
な
り
や
す
い‌

環
境
と
は
？

―
―�

夏
の
暑
さ
に
と
く
に

注
意

　

ニ
ワ
ト
リ
の
適
温
は
15
～

25
℃
と
い
わ
れ
て
い
る
。
寒
さ

よ
り
も
暑
さ
に
弱
い
の
で
、
と

く
に
注
意
し
た
い
。
ニ
ワ
ト
リ

に
は
汗
腺
が
な
く
、
汗
を
か
く

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
体
温

ニ
ワ
ト
リ
の
健
康
状
態
を
観
察
し
て
お
き
た

い
（
上
の
図
を
参
照
）。

　

ニ
ワ
ト
リ
が
病
気
に
か
か
る
と
、
次
の
よ

う
な
症
状
が
現
わ
れ
る
。

行
動　

①�

元
気
が
な
く
な
り
、
動
作
が
鈍
く
な
る
。

飼
料
の
摂
取
も
悪
く
な
る
。

②�

糞
の
量
が
減
る
。
色
が
変
化
し
た
り
下
痢

し
た
り
す
る
。

③�

成
鶏
で
は
産
卵
が
止
ま
る
。
急
性
の
病
気

で
は
軟
卵
・
不
正
形
卵
を
産
む
こ
と
も
あ

る
。

④
水
を
飲
む
回
数
が
多
く
な
る
。

⑤
と
き
ど
き
奇
声
を
発
す
る
。

か
ら
だ
の
外
観

①�

羽
毛
を
さ
か
立
て
、
翼
を
た
れ
る
。

②�

と
さ
か
の
色
が
う
す
く
な
る
。
逆
に
光
沢

の
な
い
赤
色
あ
る
い
は
暗
紫
色
に
な
る
。

③�

目
・
鼻
が
涙
・
鼻
汁
で
よ
ご
れ
る
。
目
は

閉
じ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

④�

口
を
開
い
て
呼
吸
す
る
。
く
ち
ば
し
は
細

の
調
節
が
苦
手
な
の
だ
。
ニ
ワ
ト
リ
が
口
を

あ
け
て
呼
吸
し
て
い
る
と
き
（
パ
ン
テ
ィ
ン

グ
）
は
、
す
で
に
ニ
ワ
ト
リ
に
と
っ
て
暑
す

ぎ
る
状
態
。
エ
サ
も
食
べ
ず
、
生
産
量
も
低

下
し
て
し
ま
う
（
暑
さ
対
策
は
36
ペ
ー
ジ
を

参
照
）。

　

そ
の
ほ
か
、
ニ
ワ
ト
リ
が
体
調
不
良
に
な

る
原
因
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

換
気
不
良　

換
気
不
良
に
な
る
と
空
気
中
の

有
害
ガ
ス
が
増
加
し
、
湿
度
も
高
く
な
っ

て
、
呼
吸
器
病
に
お
か
さ
れ
や
す
く
な
る
。

寒
さ　

寒
い
季
節
に
は
呼
吸
器
の
病
気
が
発

生
し
や
す
い
。
寒
さ
が
ひ
ど
い
と
き
に
は
、

と
さ
か
・
足
指
な
ど
が
凍
傷
に
か
か
る
。

風　

暑
い
季
節
に
、
あ
る
程
度
の
風
は
換
気

を
よ
く
す
る
の
に
役
だ
つ
が
、
気
温
の
低
い

季
節
で
は
ニ
ワ
ト
リ
の
健
康
に
わ
る
い
。
と

く
に
羽
毛
を
ゆ
り
動
か
す
ほ
ど
の
風
は
、
ニ

ワ
ト
リ
の
体
感
温
度
を
い
ち
じ
る
し
く
低
下

さ
せ
、
呼
吸
器
病
を
誘
発
す
る
。

密
飼
い　

飼
育
密
度
が
高
い
と
、
舎
内
が
高

温
多
湿
に
な
り
、
と
く
に
夏
は
熱
射
病
に
か

か
り
や
す
い
環
境
に
な
る
。

　

病
気
の
出
や
す
い
飼
育
環
境
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、適
度
な
通
風
を
は

か
り
、舎
内
を
適
温
に
保
ち
、冬
季
の
防
寒
、

夏
季
の
防
暑
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

健康な
ニワトリの
見た目

病気の
ニワトリの

ようす

とさかはうるおいがあって
生命力がある色

とさかの色が薄い
光沢のない赤色、暗紫色

口を開いて呼吸する
くちばしが細長い

（エサの食いが悪い）

ときどき奇声を
あげる

脚に力がない
うずくまっていることも

羽毛が逆立ち
翼をたれる

爪が伸びて汚れている
（歩けないとき）

目・鼻が汁で汚れる
目を閉じる、まぶたが腫れる

肛門が便で汚れている

下痢便、血便
緑色便など

卵を産まない、軟卵

目がパチッと開いて
輝いている

くちばしは
短く、しっかり
閉じている

エサ袋に
エサがある

羽がきちんとくっついて
締まっている

爪が伸びていたり、
ゴミがついていない

しっかり締まって
ツヤがある

（参考：『発酵利用の自然養鶏』）（参考：『家畜飼育の基礎』）

お尻が汚れていない
肛門が濡れて
ピンクに光っている

お腹（肛門の前）に
脂肪がついていない

�¸�¤
�y�¸�¤
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飼育するのは48羽のネラ種。物音にもあまり驚
かず、飼いやすい。エサは米ヌカとおから、カキ
ガラ、小麦、緑餌のほか、店と家の残飯も

ヒネ鶏のもも肉を炭火で焼く。育ち盛
りの3人の息子たちの大好物。若鶏
に比べると硬いが、噛めば噛むほど味
わいがあって旨い

絶品卵かけご飯にむね肉のハンバーグ。ニワ
トリの更新時（2年前後育てて一度に20 ～
30羽さばく）には、肉団子、唐揚げ……と、
新藤家の「鶏祭り」が続く（一部は冷凍保存）

店用の鶏ガラは県内の食肉処理場から平飼
い養鶏の廃鶏を購入。内臓を抜いた冷凍丸
鶏を使用。店では鶏ガラのほか、昆布と豚骨、
煮干しを加えて6時間煮込んでスープをとる

ニワトリから
極旨ラーメンが
できるまで

群馬県高崎市●新藤洋一
写真 = 田中康弘

　

私
は
平
飼
い
の
廃
鶏
を
ス
ー
プ
の
材
料

に
し
た
ラ
ー
メ
ン
店
「
地
鶏
ラ
ー
メ
ン
自

給
屋
」
を
経
営
し
て
い
ま
す
（
現
在
は
閉

店
）。

　

も
と
も
と
自
分
で
飼
っ
て
い
る
ニ
ワ
ト

リ
を
さ
ば
い
て
、
そ
の
ガ
ラ
で
ラ
ー
メ
ン

ス
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
家
族
や

知
人
に
も
評
判
が
よ
く
、
自
分
で
も
納
得

で
き
る
味
だ
っ
た
の
で
、
ラ
ー
メ
ン
屋
を

開
業
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

ラ
ー
メ
ン
店
で
ス
ー
プ
の
材
料
に
使
う

ニ
ワ
ト
リ
に
は
大
き
く
分
け
て
「
若
鶏
」

と
「
親
鶏
」
が
あ
り
ま
す
。
若
鶏
よ
り
は

親
鶏
の
ほ
う
が
よ
い
だ
し
が
と
れ
ま
す

が
、
一
般
的
に
出
回
っ
て
い
る
親
鶏
は
、

ケ
ー
ジ
飼
い
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
や
抗
生
物

質
が
与
え
ら
れ
、
飛
び
回
る
こ
と
も
で
き

な
い
環
境
で
育
っ
た
ニ
ワ
ト
リ
は
、
と
て

も
「
健
康
」
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
ス
ー
プ

に
く
さ
み
や
濁
り
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
て
平
飼
い
の
ニ
ワ
ト
リ
で

と
っ
た
ス
ー
プ
は
本
当
に
い
い
香
り
が
し

て
、
す
っ
き
り
と
飲
め
る
味
で
す
。
伸
び

伸
び
で
き
る
環
境
、
安
全
な
エ
サ
で
健
康

に
育
っ
た
ニ
ワ
ト
リ
か
ら
こ
そ
「
旨
い
だ

し
」
が
生
ま
れ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

絶品
鶏料理
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